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皮 膚 科 領 域 に お け るCefadroxil
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1)最 近皮 膚 科 領域 よ り採 取 した 黄 色 ブ菌32株 に 対 す るCefadroxilお よびCephalexin(以 下

CEX)のMICを 測 定 した。Cefadroxilは3.2μg/mlに6株,6.3に11, 12.5に14.25に1で,

CEXは3.2μ9/mlに3株,6.3に13,12.5に9,25に2,50に5で あ った 。

2)ラ ッ トにCefadroxil 50mg/kgを 内 服 させ た場 合 の30分,1時 間,2時 間,4時 間 後 の血 清

内,皮 膚 内 濃 度 は 各8.95±4.00, 14.03±5.15, 17.60±7.72, 5.36±2.78μg/ml, 2.61±1.76,

4.35±2.98, 5.73±1.91, 1.98±1.09μg/g(湿 重量)(n=4)で あ った 。

3)当 科 を訪 れ た皮 膚 感 染 症10例 にCefadmxilを 使 用 した 。 著 効3例,有 効7例 で あ った 。1

例 で内 服3日 目 よ り舌 苔 が み られ た が,投 与 継 続 可能 であ った 。7例 で行 な った 臨床 検 査 では 異常

を認 め な か った 。

序 文

Cefadroxilは 新 し く開 発 され た 経 口用 セ フアロ ス ポ

リン系 抗 生 物 質1),2)で,(6R, 7R)-7-〔(R)-2-amino-2-

(P-hydroxyphenyl)acetamido〕-3-methyl-8-oxo-5-

thia-1-azal)icyclo〔4,2.0〕oct-2-ene-2-carboxylic acid

monohydrateで あ る。今 回,本 剤 に つ い て 基礎 的,臨

床 的 検 討 を 行 な う機 会 を 得 た ので,そ の 成績 を 以下 に報

告 す る。

I.材 料 と 方 法

1)最 近 皮 膚 科 領 域 よ り採 取 され た黄 色 ブ菌 に 対 す る

Cefadroxilお よびCEXのMICの 分 布:岡 山 大 学 皮膚

科 外来,入 院 患 者 の 皮膚 感 染 病 巣 よ り採 取 した 黄 色 ブ菌

32株 を使 用 し,化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 準 じて 測 定 した 。

ー ッス ィ トリブ トソー ヤ ブイ ヨ ンに1夜 培 養 した 菌 液 を

ニ ヅス イ ハ ー トイ ソ フ ユー ジ ョン培地 に画 線 塗 抹 した 。

2)ラ ッ トに お け るCefadroxilの 血 清 内,皮 膚 内 濃

度 の比 較:Wistar系 雄 性 ラ ツ ト(200g前 後)を 使 用 し

た 。50mg/kgの 投 与量 を50mg/mlの 懸濁 液 と して 金

属 カテ ー テ ルに て 空 腹 時 に 胃 内に 投 与 した後,30分,1

時 間,2時 間,4時 間 言に4匹 ず つ を1群 と して 頸 動 脈

切 断採 血 屠 殺 した 。 背 部皮 膚 を 剃 毛 した 後,背 部 皮 膚 を

採 取 した 。 血 液 は 血 清 分離 採 取 し試 験 材 料 と した 。 皮 膚

は 可 及的 に 皮 下 組織 を除 去 し,鋏 で 細 切 した後,2倍 量

(V/W)の0.1M,pH6.0,Na-phosphate buffer中 で,

Polytron高 速 ホ モ ジ ェナ イ ザ ーで ホ モ ジ ェ ナ イ ズ し,

30分 間 放 置 した 後,4℃,10分 間,10,000r. p. m.で 遠 沈

し,上 清 を 試 験 材 料 と した 。皮 膚 内 濃 度 は,材 料 と した

皮 膚 の 単 位湿 重 量あ た り に 換 算 した。 検定 菌 はMicro-

coccus luteus ACC 9341を 用 い,薄 層 カ ップ法に よっ

た。

3)臨 床 試験:岡 山 大学 皮 膚 科 を訪 れ た皮 膚感染 症10

例 に 本 剤 を 使 用 した 。7例 で1日1.5g,3例 で1日

0.759を 食 後3分 服 で投 与 した 。効 果 判 定 は5日 目まで

に著 明 な 改 善 がみ られ た ものを 著 効,改 善 のみ られ た も

のを 有 効,7日 目 まで に 改 善 の み られ た もの をや や有

効,み られ なか った もの を無 効 と した 。

II-成 積

1)黄 色 ブ菌 に 対 す るCefadroxilお よびCEXの

MICの 分布:CefadromilのMICの 分布 は3.2μg/ml

に6株,6.3に11, 12.5に14, 25に1で あ り,ピ ークは

12.5μg/mlに あ る。CEXの そ れ は3.2μg/mlに3株,

6.3に13, 12.5に9, 25に2, 50に5で あ り,ピ ークは

6-3μg/mlに あ る(Table 1)。CefadroxilとCEXと

の相 関 を み る と,Cefadroxilが 耐 性 よ りで2管 程す ぐれ

て い る(Fig.1)。

2)ラ ッ トに おけ るCefadroxilの 血清 内,皮 膚 内濃

度(Table 2,Fig.2):平 均 値 でみ る と血 清 内濃 度は30分

値8.95±4.00,1時 間 値14.03±5.15,2時 間値17.60

±7.72, 4時 間 値5.36±2.78μg/mlで あ り,皮 膚 内濃

度 は30分 値2.61±1.76, 1時 間 値4.35±2.98, 2時 間

値5.73±1.91, 4時 間値1.98±1.09μg/gで あ る。 ピー

クは血 清 内,皮 膚 内 と もに2時 間 に あ る。

3)臨 床 成 績(Table 3):10例 に本 剤 を 使 用 した。

1.59投 与 群 で 著 効1例,有 効6例,0.759投 与群 で著
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Fig. 1 Correlation of antibiotic susceptibility

between cefadroxil and cephalexin

St. aureus 32 strains

(beeslum sise: 10e/ml)

効2例,有 効1例 で あ った 。1例 で内 服3日 目 よ り舌 苔

がみ られ た が,投 与 継 続 可 能 で あ った 。7例 で行 な った

投 与前 後 の 末 梢 血液 像,GOT,GPT,Al-Pase,BUNに

は 異常 を 認 め な か った 。

III.考 察

Cefadroxilお よびCEXの 黄 色 ブ菌 に対 す るMICの

分 布 は成 績 に 示 す とお りで,Cefadroxi1は3.2μg/mlか

ら25μg/mlに 分 布 し,ピ ー クは12.5μg/mlに あ る。

CEXの そ れ は3.2μg/mlか ら50μg/mlに 分 布 し,ピ

ー クは6 .3μg/mlに あ る。両 剤 の 相 関 を み る と耐 性 よ

りでCefadroxilが2管 程 す ぐれ て い た 。 両剤 の抗 菌 力

は ほ ぼ 同程 度 で は な いか と思 わ れ る。Cefadroxi1の 中間

研 究 会 に おけ る各 施 設 で の成 績 も同様 傾 向で あ った8)。

ラ ヅ トに おけ る血 清 内,皮 膚 内 濃 度 は成 績 に 示 す とお

りで,ピ ー クは い ず れ も2時 間 に あ り,4時 間 値 は 各5.36

土2.78μg/ml,1.98土1.09μg/gで あ った 。 以前,わ れ

わ れ が 行 な った ラ ヅ トに お け るCEX(50mg/kg)の 血

清 内,皮 膚 内濃 度 は1時 間血 清19.72±2.92μg/ml,皮

膚4.14±0.48μg/g,2時 間 血 清4.95±1.55μg/ml,皮

膚1.36±0.42μg/gで あ った 。 これ と比 較 して み る と,

Cefadroxilは ピー クが2時 間 に あ り,4時 間 値 もCEX

の2時 間値 よ りも高 い値 を示 した 。 さ らに,血 清 内 濃 度

Fig. 2 Serum and skin  levels of cefadroxil
after oral administration in rate
(50mg/kg)

に対す る皮膚内濃度の比(ピ ーク時)もCEXの0.21に

対 し0.33と 高 く,皮 膚内移行が良好で消失も綬徐のよう

であ る。

臨床成績 は、投与 した10例 中著効3例 。有効7例 と全

例有効以上であった。皮 膚感染症の原因の多 くがブ菌で

あ り,そ の ブ菌に対す る本剤のMICの 分布などから予

想 される成績 よ り,よ い成績 といえる。

副作用 としては,1例(症 例8)に 投与3日 目より舌

苔が認め られたが,投 与継続可能であ った。他の症例で

は副作用 と思われ る症状 は認めなか った。7例 で行なっ

た投与前後の末梢血液像,GOT,GPT,A1-P膿,BUN

には,本 剤に よると思われる異常な変動は 認 め な かっ

た 。
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1) MICs of cefadroxil and cephalexin were studied against 32 strains of Staphylococcus aureus isolated

from the lesions of skin infection. MIC of cefadroxil was 3.2 pg/ml in 6 strains, 6.3 in 11, 12.5 in 14

and 25 in 1, whereas MIC of cephalexin was 3.2 pg/ml in 3 strains, 6.3 in 13, 12.5 in 9, 25 in 2 and

50 in 5.

2) Serum and skin levels of cefadroxil after oral administration (50 mg/kg) were determined in

rats at 0.5, 1, 2 and 4 hours. Serum levels were 8.95•}4.00, 14.03•}5.15, 17.60•}7.72, 5.36•}2.78ƒÊg/ml

respectively at 0.5, 1, 2 and 4 hours, and the corresponding skin levels were 2.61•}1.76, 4.35•}2.98,

5.73•}1.91, 1.98•}1.09ƒÊg/g (wet skin) (n=4).

3) Cefadroxil was used clinically in 10 cases of skin infection, and the following result was obtained:

excellent in 3 cases, and good in 7 cases. As to the side effect of the drug, coating of tongue was seen

in 1 case.


